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・“Hi, friends!”で示されている４種類の活動の意図を確実に理解し、授業の目標に沿った
活動を選定する。

・十分慣れ親しんだ表現を使って、友だちとコミュニケーションを図る楽しさを味わうこと
ができるよう、聞く活動、繰り返し言う活動、慣れる活動などを子どもの実態に応じて段
階的に取り入れる。

・学級担任は、全ての子どもが授業に参加できるよう、ＡＬＴと役割分担や授業の進め方を
確認する。

・学級担任は、授業で使用するクラスルーム・イングリッシュを決めておくなど、外国語を
使おうとするモデルとして、外国語を使う姿を積極的に子どもに見せる。
○ 例えば、使おうとするクラスルーム・イングリッシュを、教室の見える位置に貼るなどして、意図的に

使い続けることにより、英語の発話量を増やすことができます。

・友だちへのインタビュー活動等を評価場面に位置付け、「『できること』や『できないこ
と』について進んで尋ねようとしている」など、おおむね満足できる子どもの姿で評価規
準を設定する。

・行動観察とともに、“Hi, friends!”への記述や振り返りカードなど多様な方法で子どもの
学習状況を見取る。
○ 例えば、授業のねらいを踏まえ、「日本語と英語の音声の違いで気付いたこと」や「コミュニケーション

の内容」などを振り返りシートに書かせると、授業のねらいに沿った子どもの気付きを促すことができます。

外国語活動

外国語活動の授業の課題

授業改善のために「これだけは」取り組みましょう

１ ねらいや意図が不明確な活動が、繰り返し行われている授業が見られます。

３ 評価の場面や評価方法が明確になっていない授業が見られます。

２ 授業の進行をＡＬＴに任せ、学級担任がほとんど見ているだけの授業が見られます。

１単位時間の授業改善チェックポイント

子どもがコミュニケーションの楽しさを味わうことができるよう、それぞ
れの活動のねらいを確認しましょう。

本時の目標の実現状況を見取ることができるコミュニケーション活動等を
位置付けましょう。

学級担任は、授業の進行を管理しながら、外国語を使おうとするモデルと
なりましょう。

【Let's Listen】 設定された語彙や表現を繰り返し聞き、外国語に慣
れ親しむ。

【Let's Sing/Chant】 設定された語彙や表現を繰り返し聞いたり、言
ったりして、英語特有のリズムやイントネーショ
ンに慣れ親しむ。

【Let's Play】 設定された語彙や表現を繰り返し聞いたり、言ったり
して、外国語に慣れ親しむ。

日本（語）と外
国（語）の共通点
や相違点から、様
々なものの見方や
考え方があること
や、言葉のおもし
ろさや豊かさに気
付く。

【共通していること】

【Activity】 友だちと慣れ親しんだ語彙や表現等を使って、コミュニケーションを図る。

活
動
の
意
図

・探究的な学習とするために、体験活動などを通した「課題の設定」、調査見学などによる
「情報の収集」、比較、分類したり関連付けたりする「整理・分析」、発見したことや自
分の考えなどをポスターや新聞にする「まとめ・表現」の４つの学習過程を位置付ける。

・一連の学習活動を通して新たな課題を見付け、さらなる問題の解決を始めるなど、探究
的な学習を何度も繰り返すことができるようにする。

・集計結果などの数値化された情報は、折れ線グラフや棒グラフ、円グラフなどを用いて「整
理・分析」する。

・インタビューなどの言語化された情報は、カードや年表、地図などを用いて「整理・分析」する。
◆「整理・分析」については、「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」（平成22年11月

文部科学省）31ページ～を参照 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/1300434.htm

・自分の生活や行動、学んだこと
の意味や価値について振り返る
ことができるよう「ふり返りカ
ード」を作成する。

・【自分の言葉で】では、興味を
もった課題への理解が、探究的
な学習をとおして深まったこと
を実感できるようにする。

・【先生から一言】では、学び方や
ものの考え方が身に付いたことを
認めるとともに、新たな探究的な
学習への意欲を高めるようにす
る。

総合的な学習の時間
総合的な学習の時間の課題

授業改善のために「これだけは」取り組みましょう

１ 単元の指導計画に体験活動を位置付けているが、体験することが目的となっていて、「探

究的な学習」になっていない授業が見られます。

３ 活動の感想を述べ合うだけの学習にとどまっており、次の課題設定につながる学習にな

っていない授業が見られます。

単元における授業改善チェックポイント

２ 図書館やインターネット等で調べた内容を模造紙等に書き写すだけの活動にとどまって

おり、言語により整理したり、分析したりする活動になっていない授業が見られます。

「まとめ・表現」の学習過程では、発表するだけで活動が終わることがな

いよう、振り返りや自己評価等の充実を図りましょう。

「整理・分析」の学習過程では、自分の考えを述べる際に他教科等で学習

したまとめ方を活用するなどして、思考する学習活動の充実を図りましょう。

探究的な学習となるよう、単元の指導計画に４つの学習過程を位置付け、

単元を構成しましょう。

【コラム】「ふるさと教育」の充実を目指して
「ふるさとへの愛着や誇りを育み、地域社会の一員としてまちづくりにかかわり、ふるさとに生きる

自覚を涵養する取組を推進する。」（北海道教育推進計画 基本方向２ 施策項目４）
「北方領土に関する学習」、「アイヌの人たちの歴史・文化等に関する学習」、「北海道の文化遺産等の

教育資源を活用する学習」の学習の充実を図りましょう。
◆道教委Ｗｅｂページアドレスhttp://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/kitanodaiti1.htm


